
健康づくり事業・啓発活動
の取組を通じて

ー働く世代の糖尿病発症・重症化予防ー

令和7年度 第2回高知市生活習慣病予防に関する協議会

令和８年1月 26 日（月） 健康増進課



重症化予防（早期発見）

２型糖尿病の予防には、生活習慣の改善が重要

バランスのよい食事

体重管理

適度な運動

節度ある適切な飲酒

禁煙

健康づくり事業

啓発活動



取組目標を1つ決めて、３か月生活習慣改善に取り組む

毎日
体重測定

毎日
血圧測定

8,000歩以上

歩く

週２日
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禁 煙

高知市いきいき健康チャレンジ

① 健康づくり事業を通じて



申込者数 ： ３，１１７ 名

グループ申込数 ： ６４グループ

2,691 名 426 名

個人 285 名

グループ 141 名
個人 2,640 名

グループ 51 名

高知家健康パス
ポートアプリ

記録ノート

3,000人
突破!

高知市いきいき健康チャレンジ２０２５

① 健康づくり事業を通じて



性別（人）

女性 男性

3２％
（992人） 68％

（2,125人）
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昨年と比べると

男性の参加率も増加！
（28％→32％へ）

昨年と比べ、

働く世代の参加者増！

申込者の性別と年代
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いきいき健康チャレンジ2025結果



健康づくりに取り組む働く世代を増やすために

① アプリを活用した参加案内の実施
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② アプリ取得促進

アプリの取得促進

・イベント時にアプリ活用のメリットを紹介

・株式会社ソフトバンクとの連携

・がん検診、幼児健診受診者へヘルシーポイント進呈

・スポーツ振興課が実施した地区活動でのポイント
取得促進

・高知家ウォーキングチャレンジの周知

健康づくりに取り組む働く世代を増やすために



忙しい中でも、自身の健康に目を向ける機会に

イベント テーマ 申込人数

スタートイベント
６月１日（日）

「いつもの身体活動でアクティブに！～健康へ
の第一歩は日常生活の中に～」

高知県立大学地域教育研究センター
准教授 高徳 希 氏

７３名
（定員150名）

応援講座 【栄養編】
７月５日（土）

「“動ける身体”を食事でつくる！
筋肉と健康のための栄養戦略」

高知県栄養士会 理事 竹井 悠一郎氏

153名
（定員150名）

応援講座 【運動編】
①９月２１日（日）

「キレイな姿勢と歩き方講座」

第一生命経済研究所
健康セミナー講師 田中 三枝氏

58名
（定員80名）
※１７３名申込あり

抽選

応援講座 【運動編】
②11月８日（土）

「猫背改善でコリすっきり！～姿勢改善講座～」

日本健康運動指導士会高知県支部
健康運動指導士 筒井 由夏 氏

89名
（定員１00名）

健康づくりに取り組む働く世代を増やすために



測定内容 ： 体組成、骨密度、血管年齢、握力、
ベジチェック（明治安田生命保険相互会社）

開催日 時 間／定 員 申込人数

９月17日（水） 【昼の部】 定員１００名

① ９：30～10：30
② 10：30～11：30
③ １１：３０～１２:３０

7２名

10月29日（水） ８８名

１１月２６日（水）
【夜の部】 定員１００名

① 1６：30～1７：30
② 1７：30～1８：30
③ １８：３０～１９：３０

４９名

１２月２日（火） 50名

健康チェックデー

働く人も参加しやすい工夫

健康づくりに取り組む働く世代を増やすために
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健康チェックデーにおける年代別申込者割合

20～65歳未満 65歳以上

夜の部の方が、
働く世代の申込
が多い



量販店での啓発

様々な年齢や関心層の来場者へ、適正体重を維持する大切さを啓発し、いき
いき健康チャレンジを活用した健康づくりについて情報を発信。

▲ フジ健康フェスタで実施した適正体重チェック

② 啓発活動を通じて



女性健診会場での啓発

女性健診受診者（20～39歳）に対し、野菜摂取やバランスのよい食事、
よく噛んで食べることなどに関する啓発を実施。

▲ ヘルスメイトによる野菜の重量当てクイズ

② 啓発活動を通じて



健康づくりイベントでの啓発

健康に関心が高い様々な年代の方が、さらに健康意識を高め、バランスよ
い食事や運動習慣を身に着ける機会として、食事や運動に関する体験・測
定を実施。

▲ 日本健康運動指導士会による筋力チェック▲ 高知県栄養士会による栄養相談・SATシステム

② 啓発活動を通じて



健康づくりイベントでの啓発

▲ 明治安田生命保険相互会社によるベジチェック
などの測定

包括連携協定締結企業と連携し、自身のからだに目を向けてもらう機会と
なるよう、健康機器測定を実施。

▲ 第一生命保険株式会社による体組成などの測定

② 啓発活動を通じて



職域での啓発

働く世代に向け、企業での出前講座「働く世代の生活習慣病予防」を実施。
食事や運動に関する講義をとおし、糖尿病の発症予防や早期発見のための
健診受診勧奨などを実施。

▲ 職域向けに作成したスライド内容 ▲ 動画や血管・体脂肪などのモデルを活用

② 啓発活動を通じて



障害者就労支援事業所での啓発

障害がある壮年期層に向け、事業所での健康講座や体力測定を実施。
食事や運動に関する講義と体力測定を通し、自身のからだに目を向ける
機会を設けた。

② 啓発活動を通じて



ハイリスク者への支援

保健指導

個別訪問

・生活保護受給者対象の健康増進法健診では、 福祉管理課
と介入前後で事例検討を通して、生活・ 体調に合わせた
保健指導を実施。
必要時はケースワーカーとも連携している。

・女性健診では、貧血やホルモンバランスについても説明す
るなど、女性に多い疾患等についても情報発信。
・女性健診の結果説明会では、数値が高い方を個別相談で
フォローしている。

長年未受診の方も多く、家庭訪問するなかで治療につなげたり、治療中の糖尿
病患者が自己中断しているケースもあり、治療を継続できるよう支援している。

▲ 保健指導出用いる構造図

② 啓発活動を通じて


